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研究要旨	

	 認知障害を有する高齢者では転倒リスクが高いことが知られている。近年、難聴が転倒と関連

するという報告があるが、転倒リスクの高い認知症患者において難聴と転倒の関連を検討した研

究はない。本研究は、軽度認知障害及びアルツハイマー型認知症患者において、聴力障害と 1 年

後の転倒新規発生との関連性について検討した。解析対象は、初診時に転倒歴のない 180 名	(年

齢:	77.6	±	5.9 歳,	女性:	65.6％)とした。結果として、1 年後の転倒の新規発生率は 24.4％

であり、転倒の危険因子として、聴力障害	(OR	=	2.22,	95%	CI	=	1.07	–	4.60)と年齢	(OR	=	

1.07,	95%	CI	=	1.00	–	1.15)が抽出された。本研究により、認知症高齢者の聴力障害の評価及

び対策の重要性が示唆された。	

	

	

A. 研究目的	

	 軽度認知障害	(Mild	cognitive	

impairment:	MCI)	およびアルツハイ

マー病	(Alzheimer’s	Disease:	AD)	

患者は転倒のリスクが高い。認知症の

転倒の要因としては、認知機能障害、

行動・心理症状の影響、認知症に伴う

運動障害の影響、治療に用いられる薬

剤の影響などが報告されている。ま

た、地域在住高齢者を対象とした研究

では治療されていない難聴が転倒リス

クの増加と関連することが報告されて

いる。しかし、転倒リスクの高い認知

症患者を対象として、難聴と転倒の関

連を検討した報告はない。そこで、本

研究の目的は,	MCI,	AD 患者において

聴力障害と転倒新規発生との関連性を

1 年間の後ろ向き観察研究で明らかに

することとした。	

B. 研究方法	

1. 対象:	2015 年 1 月～2016 年 9 月の間

に,	もの忘れセンターを初回受診した

60 歳以上の MCI 及び AD 患者で,	初診

時の高齢者総合機能評価をすべて実施

でき、かつ 1 年後の再診時のデータが

得られた 260 名である。また、260 名

のうち,	初診時に転倒歴のある 80 名

を除いた 180 名(年齢:	77.6	±	5.9

歳,	女性:	65.6％,	MCI:	73 名,	

AD107 名)を 終解析対象とした。	
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2. 方法：聴力障害の有無は、看護師が聴

力障害の有無を評価し、転倒の発生

は、転倒スコアの「過去 1 年で転んだ

ことがある」の項目をもちいて対象者

及び介護者に聴取した。認知機能は,	

Mini-Mental	State	Examination	

(MMSE)で評価し、ADL を Barthel	

Index,	行動心理症状を Dementia	

Behavior	Disturbance	Scale	(DBD),	

抑うつ症状を Geriatric	Depression	

Scale	(GDS),	意欲を Vitality	

Index,	運動機能として Timed	Up	&	

Go	test,	バランス機能として重心動

揺計により開眼及び閉眼時の外周面積

と総軌跡長の測定を行った。	

3. 統計解析：	転倒の新規発生の有無に

より群分けし,	対応のない t 検定,	

χ2 検定により各測定項目の群間比較

を行った。また,	転倒の新規発生の有

無を従属変数,	年齢,	性別,	教育歴に

加え、群間比較で P 値 0.2 以下の変数

を投入したステップワイズロジスティ

ック回帰分析を行った。	

（倫理面への配慮）国立長寿医療研究

センターバイオバンクへの試料・情報

の提供と匿名化データ活用に同意いた

だいた患者の診療情報を活用した。	

C. 研究結果	

	 ベースライン時の評価において、対

象者 180 名の平均 MMSE は 21.8	±	

3.8 点であり、聴力障害を有するもの

は 81 名	(45.0%)であった。	

	 平均 1.1	±	0.2 年の追跡期間

で,180 名のうち転倒新規発生者は 44

名(24.4%)であった。転倒発生群では,	

ベースライン時に聴力障害を有する者

が多く	(61.4%	vs	39.7%,	p	=	

0.012),	年齢が高く(79.7	±	5.4	vs	

76.9	±	5.9,	p	=	0.008),	開眼及び

閉眼時の外周面積が大きかった(開眼

時,	5.0	±	2.6	vs	4.2	±	2.5,	p	=	

0.028;	閉眼時,	7.5	±	5.6	vs	5.8	

±	4.9,	p	=	0.013	)。その他、P 値

0.2 以下であった変数は、DBD、GDS、

開眼及び閉眼時の総軌跡長であった。

多変量解析の結果,	有意となったのは

聴力障害	(OR	=	2.22,	95%	CI	=	1.07	

–	4.60)と年齢	(OR	=	1.07,	95%	CI	=	

1.00	–	1.15)	であった。	

D. 考察	

	 本研究によって、認知症における聴

力障害は 1 年後の転倒新規発生の危険

因子であることが示唆された。難聴と

転倒の関連のメカニズムとしては、難

聴では内耳の蝸牛及び前庭器官の機能

障害が生じていることや、周囲の環境

の把握が制限されること、難聴では認

知負荷が増加し、注意の処理資源が減

少することなどが考えられている。本

研究では、認知障害に加え、身体機

能、重心動揺計を用いたバランス機能

を調整後も聴力障害が転倒の危険因子

であることが示され、認知症患者にお

ける聴力障害の評価及び対策が必要で

あることが示唆された。	

E.	結論	

MCI,	AD 患者において聴力障害は約 1 年

後の転倒発生の危険因子であり、聴力障害

に関する評価及び対策の重要性が示唆され

た。	
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